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三次市の現状 
そこから学び考えるべきこと 

現状が似ているからこそ学ぶ点が多い 
名張市のかわまちは、上流で名張川と青蓮寺川が合流し、そして新町黒田付
近でさらに宇陀川と合流し、三つの川が交わり、その後、旧町を抱え込む様
に「つの字に曲がって」木津川下流域へと流れていきますが、三次市も、江
の川・馬洗川・西城川と三つの川が巴状に交わる中につの字に曲がる内側に
旧市街地があります。川の交わり方や、その周辺の町の配置についても似た
ところが多々ある。 

 

三次市のかわまち周辺では桜並木のエリアや親水エリアなどを設けている
が、その点においても名張市と似ている事から、三次市の方に率直にどう
いった悩みがあるか聞いてみた。 
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その中で印象的だったのは 

1・堤防の高さが高く、川の内側と外側の境目がはっきりとしてしまい、返っ

て内と外の精神的距離が広がった。 

2・三次市の中でも観光客数の多い「三次ワイナリー」や「電光石火みよしパー

ク」から旧市街地かわまちエリアとの連携が課題である。 

3・観光の拠点や観光ハブがなく、駅前の観光案内所を訪れる人の数も減って

いる。 
と言う事である。 

1番については、名張市としてこれからの事業である為、参考にするべきであ

るが、2番と3番については、既に名張市の現状の悩みと同じである。 

名張市も赤目四十八滝に人は来ているが、滝だけ見て泊まらず帰る人が多
い。そして観光案内所についても、名張市も同様に駅前にあるが、鉄道を
使って観光に来る人は少なく、訪れる人は当然に少ない。 
故に、名張市においても新しい観光ハブは必要だと感じた。（三次市も同意
見であると言われていた） 

単に観光のハブとしてだけでなく、地域交通のハブとして、市民の足としてだ
けでなく、観光客の足としても期待が出来る。 

案内してくれた三次市の議員さんと職員の方曰く、「観光の拠点をかわまち
周辺に設けたいが適当な場所がないのが悩ましい」との事であった。 
※地図で見る限りでは寺戸親水公園エリアや十日市親水公園エリアなどが良
いと思えた。 

国の治水事業は一旦落ち着き、これから自治体としてどう言う事業でどう活
かすかが課題の三次市と、これから国の治水事業が始まり、それをまちづく
りにどう活かすかが課題の名張市。 
　川の交わり方や、その周辺の市街地の現状が似ている両市だからこそ、互
いに情報を共有し、両市の関わりが互いのまちづくりの一助になればと思っ
た。
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名張市と橋本市の比較 
現状はよく似ている 

人口、予算…etc.. 

人口は橋本市が６万弱、名張市が７万５千と、やや名張市の方が多いが、市

の当初予算は橋本市が290億程、名張市が280億程で同規模で、両市とも面積

は130k m2前後と同じくらいである。また議員定数も同じ１８である。 

橋本市においては人口減少率が2,000年以降緩やかになっており、ひとつの要

因として「京奈和道路」の開通が大きいと見られる。名張市も近鉄で大阪ま
で１時間の距離だが、橋本市も南海鉄道を使えば大阪難波まで電車で１時間
程の距離である。しかし両市とも鉄道の利用率は下がっており、駅周辺の衰
退は名張市の現状と似ており、駅の利用客数の減少がその理由と考えられ
る。一方で、京奈和道路や橋本バイパスが整備開通した事で大阪や奈良や和
歌山市へのアクセスが良くなった事で減少率が緩やかになったと思われる。 
特に京奈和自動車道と近畿自動車道が繋がった事で関西空港へのアクセスも
良くなり観光だけでなく、物流や通勤も便利になり、交流人口も増えた事も

大きい。幹線道路沿いには大型FC店の数も多い。 
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次に観光についてだが、観光入り込み客数についても名張市と橋本市はよく
似た数字である。ただ、名張市には赤目四十八滝や青蓮寺湖などの観光地が
あるが、橋本市はその名張市の観光入れ込み客数を上回る数字がある。その

要因がPR力や発信力にあるなら研究したいと感じた。事実、頂いた参考資料

に移住や観光について促進する内容のものが多く、橋本市の力の入れ様が垣

間見える。名張市も見習うべきである。 

シティプロモーションについて 
橋本市は名張市よりシティプロモーションについては先行している。 
　先行している事もあり、シビックプライドと言う新しい言葉については、
本編には無く市長の言葉として記載されているのみである。 
　シビックプライドについて橋本市職員に質問すると、「本市でもインナー
プロモーション、そしてインターナルプロモーション（市職員の意識を高め
る）を特に意識して取り組んでいるとの返答を頂いた。 
　橋本市としては、施行した際には言葉として「シビックプライド」は無
かったものの同意語であるインナープロモーションやインターナルプロモー
ションを醸成し、アウタープロモーションへと繋げて行くとしている。 
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　まとめると・・・重要なのは・・・ 
１・まずインターナルプロモーションをもって庁内の機運を高める 
２・並行して市民主体のインナープロモーションで郷土愛を醸成する。 
３・上記を経て、市民主体のアウタープロモーションを後押しする。 

先行事例の橋本市が分析する現状 

シティプロモーションに関する現状               

都市のイメージを高め人ロ・経済等の資源を獲得する方法として、現在全国てその
取り組みが拡大している 

・全国61.6％の自治体において総合計画等への明記がされており、行政計画におい
ても36.8％強の自治体て‘策定している(CP自治体等連絡協議会実施全国調査） 

一方て‘、シティプロモーションの具体的な取り組みについては、PR動画の作成やゆ
るキャラの活用を主とし、他地域との差別化要素が少なく、形式化している地域もみ
られる 

今後のシティプロモーションでは、地域の特徴
や資源を活かしたうえてターゲットを設定し、
コンテンツを絞リ込んで発信していくことが必
要 

・市民向けインナープロモーションと、市外向け
アウタープロモーションの2つの側面からのプロ
モーションの考え方が重要 
・職員自身の自治体への愛着度を高めるための 
インターナルプロモーションの重要性が注目されている 

　 
　市民主体のシビックプライドからなる市民主体のアウタープロモーションな
ら官主体ではなく予算も多くは必要ない。名張市のインターナルの気運を高
め、市民によるシビックプライドに肩を貸す取り組みが出来れば良いと考え
る。そうする事で一過性の事業ではなく、持続可能なシティプロモーション≒
シビックプライドが実現すると考える。
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